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究に位置づけ直すことにもつながる。米国のハンドブック(たとえば C.M. Everton & C. S. 













部の者に限られる。 ~21 世紀事典~ (柏倉康夫ほか訳、産業図書、 1999年)の筆者ジャック・ア
タリは、 21-1立紀の教育について、 「テレビを使った教育が家庭でも行われて、明交で教わる授業
を居ながら受けられ、教師の役割と知識をそれだけ軽減するJ (さすがにタブレット端末の登場
までは予測できなかった)として、学校や教師の役割が分化(ある意味で、は縮小)する未来を描
いている。その一方で、 「国家の名の下で、最小限の知識を与える初等教育Jは「社会性を学ぶ場
所j として存続されるとも予測しており、学級経営に限って言えばその重要度が増す可能性もあ
る。実証性や将来像を提示しにくい学級経営という3県題であるが、そのアポリアに分け入り、模
索していくことの価値と重要性を再認識させてもらった一冊である。
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